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	1　
	論文（英）
	Odoribacter splanchnicus bacteremia: a rare condition associated with intestinal disease
	Hiroshi Umemura, Hirokazu Kobayashi, Yumiko Tanimichi, Hiroyuki Nishiyama, Natsumi Ikumi, Masaki Nakajima, Sachio Tsuchida, Tomohiro Nakayama
	Anaerobe, 95(2025), Article No.102994
	Odoribacter splanchnicusは偏性嫌気性菌で，通常ヒトの腸管に生息する。遡及的検索で2014〜2024年にかけて本菌による菌血症を5例検出した。本菌はβ-ラクタム系薬剤およびメトロニダゾールに感受性を示した。本菌による菌血症は稀ではあるが，検査情報システムでより多くの症例が見つかる可能性がある。症例の蓄積は消化管に蔓延する本菌による感染症の病態解明に役立ち，より詳細な情報も得られる。
	Odoribacter splanchnicus，偏性嫌気性菌，菌血症　

	　2
	論文（英）
	Emergence of Phytobacter diazotrophicus Carrying an IncA/C2 Plasmid Harboring blaNDM-1 in Tokyo, Japan
	Hiroaki Kubota, Tomohiro Nakayama, Tsukasa Ariyoshi, Satomi Uehara, Yumi Uchitani, Sachio Tsuchida, Hiroyuki Nishiyama,他
	mSphere,
8(4)(2023)，
eLocator 00147-23
	Phytobacter diazotrophicusは腸内細菌科に属する菌で，臨床検査において他の腸内細菌科属菌と誤認されることが多く，院内アウトブレイクの特定が遅れる原因となっている。入院小児患者および病院環境から分離されたニューデリーメタロβ-ラクタマーゼ（NDM）産生P. diazotrophicusの出現についての報告で，本研究はP. diazotrophicusがblaNDM保有プラスミドのキャリアとして作用し，腸内細菌科細菌群にカルバペネム耐性を伝播する可能性があることを実証した。
	Phytobacter diazotrophicus，腸内細菌科，ニューデリーメタロβ-ラクタマーゼ（NDM），blaNDM，カルバペネム耐性

	　3
	論文（英）
	Sudden death of a child associated with invasive non-typeable Haemophilus influenzae infection with underlying IgG2 subclass deficiency
	Yuriko Abe, Chika Takano, Jian Tie, Eiji Isobe, Ayumi Ohirabaru, Isamu Isahai, Hiroyuki Nishiyama, Toyoharu Jike, Shinobu Masuda, Takahisa Okuda
	Legal Medicine,62(2023), Article No.102240
	侵襲性NTHi感染症と基礎にある免疫グロブリンG2（IgG2）欠損症を患った小児の突然死の症例。細菌血液培養はインフルエンザ菌陽性で，本菌株はNTHiと同定され，さらに血清IgG2値が低値であったことから，IgG2サブクラス欠損症の存在が示唆された。侵襲性NTHi感染症は特に免疫不全の小児において突然死のリスクとなる可能性がある。

	侵襲性NTHi感染症，免疫グロブリンG2（IgG2）欠損症，　

	　4
	論文（英）
	Massive intravascular hemolysis is an important factor in Clostridium
perfringens‑induced bacteremia
	Ai Suzaki, Shihoko Komine‑Aizawa, 
Hiroyuki Nishiyama, Satoshi Hayakawa
	Internal and Emergency Medicine,
17(7)(2022), 1959-67
	Clostridium perfringens菌血症は比較的まれであるが，しばしば致命的であり，とくに血管内溶血を伴う菌血症（Massive intravascular hemolysis：MIH）が発生すると死亡率が非常に高い。MIHの詳細な病因を解明するため，2大学病院からのC. perfringens菌血症の全患者データから遡及的にレビューした。MIHの特徴的な症状を呈する患者からの血液検体で血管内溶血が観察された場合は，重篤な疾患を考慮し，劇症症例の根底にある病態生理を調査する必要がある。
	Clostridium perfringens，菌血症，Massive intravascular hemolysis（MIH），血管内溶血　

	　5
	論文（英）
	Prevalence and molecular analysis of macrolide-resistant Moraxella catarrhalis clinical isolates in Japan, following emergence of the highly macrolide-resistant strain NSH1 in 2011
	Ayako Kasai, Shinji Ogihara, Kageto Yamada, Yumiko Tanimichi, Hiroyuki Nishiyama, Ryoichi Saito
	Journal of Medical Microbiology, 
64(7)(2015), 708-13
	東京，千葉におけるマクロライド耐性M. catarrhalis分離株の分布状況を調査し，その耐性機序を解明した。13株の高度マクロライド耐性株は10のクレードに分類され，それぞれ3～4つのA2058T変異23S rRNAアレルを有していた。3株の高度マクロライド耐性株はリボソームタンパクL4（V27AおよびR161C）およびL22（K68T）にも変異を示していた。23S rRNAのA2058T変異の獲得により高度なマクロライド耐性を獲得した遺伝的に多様な株が既に蔓延していることを初めて示した。

	Moraxella catarrhalis，マクロライド耐性，A2058T変異23S rRNAアレル，リボソームタンパクL4，同L22，23S rRNA，A2058T変異　

	　6
	論文（英）
	The frequency of BRO β-lactamase and its relationship to antimicrobial susceptibility and serum resistance in Moraxella catarrhalis
	Ryoichi Saito, Shotaro Nonaka, Yuji Fujinami, Shiho Matsuoka, Shinichi Nakajima, Hiroyuki Nishiyama, Noboru Okamura

	Journal of Medical Microbiology, 
61(2014), 1435-38

	Moraxella catarrhalis臨床分離株197株のBRO β-ラクタマーゼの産生頻度と，その抗菌薬感受性プロファイルおよび血清感受性との関連を調査した。本研究はM. catarrhalisにおけるBRO-1の存在が，クラリスロマイシンおよびβ-ラクタム系抗生物質に対する感受性の低下，ならびに血清非感受性（中等度および耐性）と関連していることを示す初めてのエビデンスを提供するものである。
	Moraxella catarrhalis，BRO β-ラクタマーゼ抗菌薬感受性プロファイル，血清感受性　

	　7
	論文（英）
	Antimicrobial susceptibility and mechanisms of high-level macrolide resistance in clinical isolates of Moraxella nonliquefaciens
	Shotaro Nonaka, Kosuke Matsuzaki, Tomoya Kazama, Hiroyuki Nishiyama, Yoko Ida, Saho Koyano, Kazunari Sonobe, Noboru Okamura, Ryoichi Saito
	Journal of Medical Microbiology, 
63(2014), 242-47
	Moraxella nonliquefaciens臨床分離株47株における抗菌薬感受性と，高度なマクロライド耐性獲得に関わる分子メカニズムを調査した。ほとんどのM. nonliquefaciens臨床分離株が，23S rRNA遺伝子のA2058T変異によって付与された高レベルのマクロライド耐性を示すことを示唆している。この研究は，M. nonliquefaciens の最初の特性評価を示すものである。
	Moraxella nonliquefaciens，マクロライド耐性，23S rRNA遺伝子，A2058T変異　

	　8
	論文（英）
	Molecular mechanism of macrolide-lincosamide resistance in Moraxella catarrhalis
	Ryoichi Saito, Shotaro Nonaka, Hiroyuki Nishiyama, Noboru Okamura　
	Journal of Medical Microbiology, 
61(2012), 1435-38　
	2011年に日本の病院で急性気管支炎の入院患者の鼻咽頭スワブ検体から分離したアジスロマイシンに高度耐性（MIC＞256 mg l(-1)）を示すMoraxella catarrhalis株NSH1を同定し，そのマクロライド・リンコサミド耐性機序を解明した。3つの23S rRNAアレルに生じる単一のA2058T変異は，4つの23S rRNA9アレルを有するM. catarrhalisにおいて，14，15， 16員環マクロライド系およびリンコサミド系に対する高い耐性を付与することが分かった。
	Moraxella catarrhalis，NSH1，クロライド・リンコサミド耐性，23S rRNAアレル，A2058T変異，23S rRNA9アレル　

	　9
	論文（英）
	Nutrient agar with sodium chloride supplementation for presumptive detection of Moraxella catarrhalis in clinical specimens
	Hiroyuki Nishiyama, Ryoichi Saito, Toshio Chida, Kazumitsu Sano, Tatsuyuki Tsuchiya, Noboru Okamura　
	Journal of Infection and Chemotherapy, 
18（2）(2012): 219-27　
	呼吸器病原菌のMoraxella catarrhalisがNutrient Agar（普通寒天培地）のNaCl濃度の変化により，呼吸器常在性のNeisseria菌との発育に相違があることを発見し，上気道検体からの本菌のスクリーニング培地を考案した。さらにウシヘマチンとβ-NADを添加することで，Haemophilus influenzaeも同時に検出できる培地を開発した。　
	Moraxella catarrhalis，Nutrient Agar，NaCl，Haemophilus influenzae，ウシヘマチン，β-NAD　

	10
	論文（和）
	急性骨髄性白血病の化学療法中におけるRothia mucilaginosaによる菌血症の１症例および本菌種における同定キットの同定性能の検討
	福川陽子，岡崎充宏，大楠清文，西山宏幸，他
	日本臨床微生物学雑誌, 20（1）(2010),50-55
	Rothia mucilaginosa は口腔内常在菌の1菌種であり，易感染性宿主において稀に感染症の起因菌と成り得る。本邦で報告例のない本菌による菌血症の報告であり，患者は治療抵抗性急性骨髄性白血病であった。同時に本菌の同定法について検討し，誤同定されるキットもあることから，本菌による易感染性宿主の感染症に留意する必要がある。
	Rothia mucilaginosa，易感染性宿主，治療抵抗性急性骨髄性白血病　

	　11
	論文（英）
	uspA1 of Moraxella catarrhalis Clinical Isolates in Japan and its Relationship with Adherence to HEp-2 Cells　
	Hongli Qiu, Wakako Kumita, Kenya Sato, Shinichi Nakajima, Hiroyuki Nishiyama, Ryoichi Saito, Etsuko Sawabe, Emi Ono, Toshio Chida, Noboru Okamura　
	Journal of Medical and Dental Sciences，
56（1）(2009): 61-67　
	Moraxella catarrhalisの表面タンパク質UspA1は，ヒト上皮細胞への接着に関与し，臨床分離株におけるuspA1の発現とHEp-2細胞への接着性を調べたところ，208株中204株でuspA1が検出された。uspA1がM. catarrhalisの臨床分離株にほぼ普遍的に存在し，16S rRNAタイプI分離株のHEp-2細胞への接着に関与していることが示唆された。　
	Moraxella catarrhalis，UspA1，uspA1，HEp-2細胞，　

	　12
	論文（英）
	Moraxella catarrhalis Does Not Grow on Nutrient Agar without Sodium Chloride Supplementation　
	Toshio Chida, Etsuko Sawabe, Emi Ono, Hiroyuki Nishitama, Kengo Ebina, Kenya Sato, Yuko Watanabe, Toshiro Kuroki, Noboru Okamura　
	Microbiology and Immunology,
49（7）(2005): 663-665　
	呼吸器病原菌のMoraxella catarrhalisがNaCl非含有のNutrient Agar（普通寒天培地）に発育できないことを本菌と呼吸器常在性のNeisseria菌を用いて比較し証明し，NaCl含有Nutrient Agarが本菌のスクリーニング培地となり得ることを初めて発表した。　
	Moraxella catarrhalis，Nutrient Agar，NaCl，　

	　13
	論文（和）
	関節液より Campylobacter fetus subsp.fetus を分離した１症例　
	西山宏幸，青木信子，佐野和三　
	日本臨床微生物学雑誌, 9（1）(1999),41-47
	Campylobacter sp.は一般に腸管から検出されることが多いが，関節液からCampylobacter fetus subsp.fetusが分離された症例を報告した。検体のGram染色でらせん菌が認められたため，臨床医にCampylobacter sp.が疑われることを報告し，専用培地を用い微好気培養を行うことで迅速に結果を報告できた。　
	Campylobacter fetus subsp.fetus，関節液，微好気性菌　

	　14
	共著書
	最新臨床検査学講座 臨床微生物学 第2版　
	赤松紀彦，飯沼由嗣，石井良和，岡崎充宏，西山宏幸，他　
	医歯薬出版（2024）　
	微生物学・微生物検査学・感染症学の領域まで網羅した，微生物領域の定番テキストの改訂版であり，現在の感染症を取り巻く状況に即した内容にアップデートし，最新の国家試験出題基準（令和7年版）にも対応している。また，文章だけではわかりにくいコロニーの形態・特徴について写真を追加し，より学生に理解しやすい解説となっている。　
	微生物学，微生物検査学，感染症学　

	　15
	共著書
	検体採取・輸送・保存方法およびPOCT検査法ガイド　
	編　著：日本臨床微生物学会，検査法ガイド等作成委員会
共著者：板羽秀之，大瀧博文，大塚喜人，西山宏幸，他　
	日本臨床微生物学会編（2022）　
	臨床微生物検査における検体採取・輸送・保存方法について,ISO 15189にも則して詳細に記載され，臨床微生物検査技師が日常的業務に必要な解説がされている。また，POCT検査法についても画像を基に最新の情報が解説され，新人からベテラン技師にも有益な書である。　
	臨床微生物検査，検体採取・輸送・保存方法，ISO 15189，POCT検査法　

	　16
	共著書
	臨床微生物検査ハンドブック 第5版
	編　著：小栗豊子
共著者：三澤成毅，西山宏幸，永沢善三，他
	三輪出版（2017）
	本書は旧版から約6年を経て改訂し，全章にわたる見直しを行い古い技術も重要なものは残しつつ，最新の技術を登載した。また，情報のUpdateを図り，カラーアトラスの充実や本文内のイラスト解説を増やすなど丁寧な改訂が施され，現場での理解がより深められる。臨床微生物検査を目指す初学者からベテラン技師まで，感染症検査に携わるスタッフのための書。
	臨床微生物検査，寄生虫検査　

	　17
	共著書
	血液培養検査ガイド
	編　著：日本臨床微生物学会
共著者：満田年宏，細川直登，三澤成毅，上原由紀，大楠清文，大曲貴夫，川上小夜子，西山宏幸，矢越美智子　
	南江堂（2013）　
	血液培養検査のすべてを網羅した公式ガイドで，検査の精度管理に関する標準的な知識に加え，検査結果の解釈や報告書の書き方など実践的な記載があり，さらに最先端の技術である遺伝子検査法や質量分析法についても解説。微生物検査技師，感染症医，一般臨床医のための書である。　
	血液培養検査，精度管理，遺伝子検査法，質量分析法　

	18
	共著書
	感染対策に役立つ臨床微生物らくらく完全図解マニュアル
	編　著：大塚喜人
共著者：皿谷健，荒岡秀樹，高橋俊司，小森敏明，永沢善三，西山宏幸，他
	メディカ出版（2011）
	医療従事者が知っておきたい微生物学の基礎から，微生物検査の基本として，どんなときに微生物検査が必要か，微生物検査の流れと実際，感染対策に関わる微生物の基礎知識と対策，薬剤耐性微生物の基礎知識と対策など，臨床微生物検査について網羅的に解説された書である。
	微生物検査，感染対策，薬剤耐性微生物

	19
	共著書
	CUMITECH 7B下気道感染症検査ガイドライン
	著　者：Susan E.Sharp
翻訳者：松本哲哉，満田年宏，栁原克紀
翻訳協力：西山宏幸，小野恵美，村上日奈子，千葉勝紀，金山明子，森永芳智
	医歯薬出版（2008）
	呼吸器検体を検査するうえで欠かせない検体の質について過去の多くの検討結果をもとに一定の方向性を与えたアメリカ微生物学会のCumitech 7B　Lower　Respiratory　Tract　Infectionsを翻訳したもの。日本の現状を考慮し，下気道感染症検査に対する理解をさらに深めていただくために，Cumitech 7B本文に加え，追加資料として起因菌のコロニー像や鏡検所見などを写真で解説した。
	下気道感染症検査

	20
	共著書
	CUMITECH 1C 血液培養検査ガイドライン
	著　者：Ellen Jo Baron
翻訳者：松本哲哉，満田年宏
翻訳協力：西山宏幸，小野恵美，村上日奈子，小林郁夫，横山僚
	医歯薬出版（2007）
	米国微生物学会出版部の刊行する技術叢書シリーズの1冊である“Blood Cultures IV”に，わが国で発売されている血液培養自動機器の情報などを加えた完訳版。これまでわが国にはなかった血液培養に関する技術的標準が質の高い多くのエビデンスに基づいてまとめられており，血液培養に携わる人々のよりどころとなる1冊である。
	血液培養検査，血液培養自動機器，

	21
	共著書
	臨床微生物学ポケットガイド 第2版
	著　者：Patrick R.Murray
監　訳：坂崎利一
翻訳者：小野一徳，高井信子，大森久美恵，鴻丸裕一，西山宏幸，他
	近代出版（2000）
	原著はアメリカ微生物学会（ASM）偏（Patrick R.Murray著）の「POCKET GUIDE TO Clinical Microbiology」であり，坂崎利一先生の率いる臨床微生物学英語勉強会「Reach会」の会員による訳本である。臨床検査技師を始め，広くメディカルスタッフ全体のための臨床微生物検査ガイドである。
	臨床微生物学，臨床微生物検査



